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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2022年２月９日の2021年12月期決算発表時に開示した業績予想

を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

１．2022年12月期連結業績予想数値の修正（2022年１月１日～2022年 12月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 当 期 

純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 3,800 300 300 200 20円20銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 3,620 402 400 270 27円25銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △180 102 100 70  

増  減  率 （  ％  ） △4.7 34.0 33.3 35.0  

（ 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 2 0 2 1 年 1 2 月 期 ） 
3,324 261 244 162 15円94銭 

 

２．修正の理由 

クラウド事業、オンプレミス事業ともに、コンサルサポート売上は上期において、導入支援の生産性を

上げたことで短期立ち上げを実現し、１件当たり単価が減少した影響により予想を下回りました。さらに、

オンプレミス事業のソフトウエア製品売上はオンプレミスでの導入を想定していたお客様がクラウドでの

契約に切り替わることが多く発生しており、また、案件の先送りも発生していることから予想を下回りま

した。下期においても、上期の状況を鑑み、当初想定を下回る見通しです。 

 利益については、高採算であるクラウドライセンス売上の比率が高まっていることに加え、外注費等を

中心に一部の費用が想定よりも少なく推移していることから、当初想定を上回る見通しです。 

 このような状況のもと、2022年２月９日の2021年 12月期の決算発表時に開示した業績予想を見直すこ

とと致しました。 

 

（注）上記の業績予想数値につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は、今後の様々な要因によって業績予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


